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働くことの意味は
　最初に考えたいのは「働くことの意味」という大変難しい哲学的な問題です。
　哲学者の内田　樹氏は（日本の論点2010）で「人間だけが労働する。動物は当面の生存に必要なもの以上のものをその環境から取り出して取り置きしたり、それを交換したりはしない。ライオンはお腹がいっぱいになったら昼寝をする。仮に横をトムソンガゼルの群れが通りかかっても、この機会に2、3頭、取り置きしておこうかなどとは考えない。
　どうして人間だけがそんなことをするのか。それは「贈与する」ためである。そして、それを他者に認めてもらうためである。動物の中で働くのは人間だけだと言っています。
例えば紙や壁などに絵を描いている人がいたとして、それを他者が認めて、面白いとか感動したとか評価した時それは労働になります。しかし、それをただの落書きだとして何の価値もないと他者が思えばそれは趣味ではあっても働いたことにはならないのです。絵を描いた人が絵を描くときにこれを売るかどうかを考えていたかどうかは関係ないのです。人が働くという事は他者に何かを与える事（それは物質でなくても良い）です。他者から認められることなのです。
　重度の障害者も他者に贈与している
　私がいまさらこんな話を敢えて持ち出したのは、どうしても「津久井やまゆり園」の事件で犯人が主張したことが頭から離れないからです。犯人が主張したことは報道により私なりに解釈すれば「働くことができない障がい者の存在は他者に迷惑を掛けるばかりで価値がなく、いない方が良い」ということではないかと思います。これに対してどう反論したらよいのだろうかということです。重度心身障害者の人がいて。衣食住すべてにおいて介助が必要だとします。この人は他者の手を借りるばかりで働いていないと言えるのかという問題です。先程、内田氏の論文を引用しましたがそれによって考えれば、他者に何かを与えていること、贈与していることが、人間だけがしていることで「働いている」ことだとすれば、彼らの生きる姿そのものが人の世に光をもたらす存在だと考えるなら、（そしてそう考える人はこの世にたくさんいます）、これは広い意味で生産的なこと（贈与している、働いている）になるのです。世の中を明るくしているのです。エンターテイメントの役割の一つも広い意味で同じだと思います。
人の世に光あれ
　障害者が社会参加するためには様々な支援が必要です。多くの障害者が一般社会の雇用の場に参加できることを私も願います。この事に当法人はこれからも出来るだけの支援活動をしていきたいと考えています。一方で現在の社会では雇用の分野で活動できない重度の障害者もいます。障害福祉の父と言われた糸賀一雄の言葉を借りれば「この子らに世の光を」ではなく「この子らを世の光に」するための活動もまた重要課題だと思っています。
　目先の経済活動による価値観だけで、お金の多寡で、人の働くことの価値を測ることが当たり前になってきてその考えが加速度的に進んできていると思います。
　福岡市出身でノーベル賞を受賞した大隅博士は、目先の利益に結び付く応用科学分野にばかり目が行って、目先の利益を確認しづらい基礎研究がおろそかになっていることに「基礎科学の進歩なくして科学全体の発展はなくこのままでは科学が廃れていく」と警鐘を鳴らされました。目先の利益だけを追求する社会は一定の限度を超えた段階から自壊して行くしかないように私には思えます。「人の世に光あれ」と願うばかりです。
